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1 
TWLマスタリングツールとは
TWLマスタリングツール(以下、マスタリングツール)は、TWL対応SRLおよびNTR専用SRLをTWL量産実機で動作させるためのデータ変換をするWindows用ツールです。
このツール(および、起動用USBドングル)が外部に漏洩すると、TWL量産実機で動作するソフトが誰でも作成可能になるため、TWLでのセキュリティが無効になります。取り扱いには十分に注意してください。

2 動作環境
2.1 必要な機材
マスタリングツールの実行には、以下の機材が必要です。

(1) USBドングル

TWLマスタリングツールは、機密度が非常に高いツールです。そのため、USBドングルとよばれる、特殊なハードウェアキーによって起動制限、および暗号化をかけています。このため、USBドングルが挿されたPCでなければ、マスタリングツールの実行はできません。USBドングルは、開発技術部から配布されます。
2.2 必要なソフトウェア
マスタリングツールの実行には、以下のソフトウェアが必要です。

(1) USBドングルドライバ

(2) Cygwin

3 TWL対応SRLのマスタリング
TWL対応SRLのマスタリング(開発機用SRLから量産実機用SRLへの変換)、および逆マスタリング(量産実機用SRLから開発機用SRLへの変換)は、下図の入出力を持ちます。

マスタリングでは、開発機用SRLに加えて、必要なパラメータが記述された設定ファイルを入力としたとき、量産実機用SRLが出力されます。同時に、マスタリングで上書きされる前のデータを記述したプロパティファイルが出力されます。このプロパティファイルは、逆マスタリングで使用されます。
一方、逆マスタリングでは、量産実機用SRLと設定ファイルに加えて、マスタリング時に作成されたプロパティファイルが入力として必要になります。出力は、開発機用SRLのみです。
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図: TWL対応ソフトのマスタリング
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図: TWL対応ソフトの逆マスタリング

3.1 バッチファイルによるマスタリング
3.1.1 準備

TWLマスタリングでは、あらかじめ設定ファイル中にパラメータを指定する必要があります。現状では、以下のパラメータを設定する必要があります。

	パラメータ名
	説明
	設定

	EULA_VER
	量産実機用SRLに上書きするEULA同意バージョン
	最新のEULAバージョンを1以上の整数で入力してください。最新のEULAバージョンの値は、総務部に確認してください。


3.1.2 マスタリング

マスタリングの実行前に、バッチファイルTWL_Mastering.bat、マスタリングツール実行ファイルmastering.TWL.exe、および設定ファイル mastering.TWL.iniがすべて同じフォルダにあるか確認してください。なお、mastering.TWL.exeおよびmastering.TWL.iniのファイル名を変更しないでください。
以上が確認できたら、マスタリングしたい開発機用SRLを TWL_Mastering.bat にドラッグアンドドロップしてください。複数の開発機用SRLを一度にドラッグアンドドロップすることも可能です。その場合、すべての開発機用SRLが順にマスタリングされます。すべての開発機用SRLのマスタリングが完了すると、ウインドウに「すべてのマスタリングが終了しました。実行するには何かキーを押してください」と表示されますので、キーを押して終了させてください。
○注意1
開発機用SRLのパスにスペース文字が含まれているときには、正常に実行できません。したがって、デスクトップやマイドキュメント、およびそれらのサブフォルダに置かれているSRLを TWL_Mastering.bat によってマスタリングすることはできません。「C:\mastering」などのスペース文字を含まないフォルダに開発機用SRLを置いてください。
出力の量産実機用SRL、およびプロパティファイルは、入力の開発機用SRLと同じフォルダに作成されます。開発機用SRLのファイル名が、HNAA02.SRL のとき、量産実機用SRLのファイル名は、HNAA02.master.SRLとなり、プロパティファイルのファイル名は、HNAA02.master.property となります。
○注意2
出力ファイル、プロパティファイルと同じ名前のファイルが開発機用SRLと同じフォルダに存在するとき、マスタリングは一時停止し、上書き確認メッセージが表示されます。このとき、「y」を選択すると、ファイルが上書きされ、「n」を選択するとマスタリングが中断されます。複数の開発機用SRLを入力するときには、個々のSRLに対して上書き確認が表示されます。

○注意3

一部の検証プログラムおよび、SDKのデモプログラムなど、ゲームコードが「NTRJ」であるSRLは、通常のマスタリングではマスタリングできずエラーとなるため、上記の方法でマスタリングできません。これらのSRLを検証などでマスタリングしたいときには、マスタリングツールの実行ファイルに-tオプションをつけて実行する必要がありますので、後述の「コマンド入力によるマスタリング」によってマスタリングしてください。

○エラー

マスタリングでエラーが発生したとき、エラーメッセージが表示され、出力ファイル、およびプロパティファイルは出力されません。エラーの詳細は、別紙「マスタリングツール外部仕様書.xls」を参照してください。
3.1.3 逆マスタリング
バッチファイルによる逆マスタリングでは、TWL_ReverseMastering.batを使用します。このバッチファイルは、先述のバッチファイル(TWL_Mastering.bat)によってマスタリングされた量産実機用SRLを入力とすることを想定して作成されています。そのため、後述のコマンド入力によってマスタリングされた量産実機用SRLを逆マスタリングする際に、このバッチファイルを使用した場合、ファイル名の規則が異なっている可能性があるため、ファイル名によっては正常に動作しません。

TWL_Mastering.batによってマスタリングされた量産実機用SRLのファイル名は、****.SRL(もしくは****.srl)となっており、プロパティファイルのファイル名は、****.propertyとなっています。TWL_ReverseMastering.batでは、以上のファイル名規則が守られており、かつ、それらが同じフォルダに置かれていることを前提としています。このとき、量産実機用SRLをTWL_ReverseMastering.batにドラッグアンドドロップすると、逆マスタリングが開始されます。TWL_Mastering.batと同様に、複数の量産実機用SRLのドラッグアンドドロップに対応しています。ドラッグアンドドロップするファイルは量産実機用SRLのみであり、プロパティファイルを一緒にドラッグアンドドロップしないでください。
出力となる開発機用SRLのファイル名は、入力の量産実機用SRLと同じフォルダに作成されます。量産実機用SRLのファイル名がHNAA02.master.SRLであり、プロパティファイルがHNAA02.master.propertyであるとき、出力の開発機用SRLのファイル名は、HNAA02.master.reverse.SRLとなります。
3.2 コマンド入力によるマスタリング
バッチファイルによるマスタリングでは出力ファイル名は固定でしたが、コマンド入力では、出力ファイル名や出力先を指定することが可能です。また、実行ファイルと設定ファイルを異なるフォルダに置くことも可能です。
3.2.1 マスタリング

cygwin上のコマンドラインから以下の規則でコマンド入力してください。(「$」はコマンドプロンプトを指します。入力の必要はありません。)
$ (mastering.TWL.exeのパス) [オプション] (入力SRLファイルのパス) (出力SRLファイルのパス) –i （設定ファイルのパス） -p (プロパティファイルのパス)

これらのファイルのパスを相対パスで指定するときには、カレントディレクトリが基準となることに注意してください。mastering.TWL.exeのパスが基準になるわけではありません。

例えば、「c:/mastering」フォルダに実行ファイルmastering.TWL.exeが置かれており、設定ファイルmastering.TWL.iniが「c:/mastering/init」置かれているとします。このとき、「c:/mastering/dev」に置かれている開発機用SRLであるinput.srl をマスタリングして、出力の量産機用SRLをoutput.srl、プロパティファイルをoutput.property として「c:/mastering/prod」に置きたいとします。カレントディレクトリが「c:/mastering」であるとき、以下のコマンドを入力します。

$ ./mastering.TWL.exe 　./dev/input.srl  ./prod/output.srl  -i ./init/mastering.TWL.ini  -p ./prod/output.property

なお、オプションの詳細については、別紙「TWLマスタリングツール外部仕様」をご参照ください。

3.2.2 逆マスタリング

逆マスタリングの実行方法は、先述のマスタリングと同じです。ただし、マスタリングでは、入力SRLが開発機用SRL、出力SRLが量産実機用SRLとなることに対し、逆マスタリングでは、入力SRLが量産実機用SRL、出力SRLが開発実機用SRLとなりますので、ご注意ください。
4 NTR専用SRLのマスタリング
TWL量産実機でNTR専用SRLを動作させる場合には、TWLマスタリングツールによるデータ変換が必要です。NTR専用SRLのマスタリングおよび逆マスタリングは、下図の入出力を持ちます。
マスタリングでは、NTR専用SRL(NTRおよびTWL開発機で動作可能)を入力とし、TWL量産実機用SRL(NTRおよびTWL開発機、量産実機で動作可能)を出力します。一方、逆マスタリングでは、マスタリングの逆変換をします。TWLのマスタリングとは異なり、設定ファイルおよびプロパティファイルの入出力は必要ありません。
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図: NTR専用SRLのマスタリング

図: NTR専用SRLの逆マスタリング

4.1 バッチファイルによるマスタリング

4.1.1 マスタリング

マスタリングの実行前に、バッチファイルNTR_Mastering.bat、マスタリングツール実行ファイルmastering.TWL.exe、および設定ファイル mastering.TWL.iniがすべて同じフォルダにあるか確認してください。なお、mastering.TWL.exeおよびmastering.TWL.iniのファイル名を変更しないでください。

以上が確認できたら、マスタリングしたい開発機用SRLを NTR_Mastering.bat にドラッグアンドドロップしてください。複数の開発機用SRLを一度にドラッグアンドドロップすることも可能です。その場合、すべての開発機用SRLが順にマスタリングされます。すべての開発機用SRLのマスタリングが完了すると、ウインドウに「すべてのマスタリングが終了しました。実行するには何かキーを押してください」と表示されますので、キーを押して終了させてください。

○注意1

開発機用SRLのパスにスペース文字が含まれているときには、正常に実行できません。したがって、デスクトップやマイドキュメント、およびそれらのサブフォルダに置かれているSRLを TWL_Mastering.bat によってマスタリングすることはできません。「C:\mastering」などのスペース文字を含まないフォルダに開発機用SRLを置いてください。

出力の量産実機用SRLは、入力の開発機用SRLと同じフォルダに作成されます。開発機用SRLのファイル名が、HNAA02.SRL のとき、量産実機用SRLのファイル名は、HNAA02.master.SRLとなります。

○注意2

出力ファイルと同じ名前のファイルが開発機用SRLと同じフォルダに存在するとき、マスタリングは一時停止し、上書き確認メッセージが表示されます。このとき、「y」を選択すると、ファイルが上書きされ、「n」を選択するとマスタリングが中断されます。複数の開発機用SRLを入力するときには、個々のSRLに対して上書き確認が表示されます。

○エラー

マスタリングでエラーが発生したとき、エラーメッセージが表示され、出力ファイル、およびプロパティファイルは出力されません。エラーの詳細は、別紙「マスタリングツール外部仕様書.xls」を参照してください。
4.1.2 逆マスタリング

バッチファイルによる逆マスタリングでは、NTR_ReverseMastering.batを使用します。
量産実機用SRLをTWL_ReverseMastering.batにドラッグアンドドロップすると、逆マスタリングが開始されます。TWL_Mastering.batと同様に、複数の量産実機用SRLのドラッグアンドドロップに対応しています。

出力となる開発機用SRLのファイル名は、入力の量産実機用SRLと同じフォルダに作成されます。量産実機用SRLのファイル名がHNAA02.master.SRLであるとき、出力の開発機用SRLのファイル名は、HNAA02.master.reverse.SRLとなります。

4.2 コマンド入力によるマスタリング

バッチファイルによるマスタリングでは出力ファイル名は固定でしたが、コマンド入力では、出力ファイル名や出力先を指定することが可能です。
4.2.1 マスタリング

cygwin上のコマンドラインから以下の規則でコマンド入力してください。(「$」はコマンドプロンプトを指します。入力の必要はありません。)

$ (mastering.TWL.exeのパス) [オプション] (入力SRLファイルのパス) (出力SRLファイルのパス)

これらのファイルのパスを相対パスで指定するときには、カレントディレクトリが基準となることに注意してください。mastering.TWL.exeのパスが基準になるわけではありません。

例えば、「c:/mastering」フォルダに実行ファイルmastering.TWL.exeが置かれているとします。このとき、「c:/mastering/dev」に置かれている開発機用SRLであるinput.srl をマスタリングして、出力の量産機用SRLをoutput.srlとして「c:/mastering/prod」に置きたいとします。カレントディレクトリが「c:/mastering」であるとき、以下のコマンドを入力します。


$ ./mastering.TWL.exe 　./dev/input.srl  ./prod/output.srl

なお、オプションの詳細については、別紙「TWLマスタリングツール外部仕様」をご参照ください。

4.2.2 逆マスタリング

逆マスタリングの実行方法は、先述のマスタリングと同じです。ただし、マスタリングでは、入力SRLが開発機用SRLで出力SRLが量産実機用SRLとなることに対し、逆マスタリングでは、入力SRLが量産実機用SRL、出力SRLが開発実機用SRLとなりますので、ご注意ください。

本書に記載されている会社名、製品名等は、各社の登録商標または商標です。
© 2008 Nintendo





任天堂株式会社の許諾を得ることなく、本書に記載されている内容の一部あるいは全部を無断で複製・複写・転写・頒布・貸与することを禁じます。





このドキュメントの内容は、機密情報であるため、厳重な取り扱い、管理を行ってください。
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